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記 

 

平
成
３
０
年
９
月
１
４
日
発
行
「
第
３
９
期
・
園
芸
学
科 

通
信
第
２
４
号
」
最
終
号
を
お
届
け
し
ま
す
。 

 

今
月
は
、
３
９
期
生
の
卒
業
式
が
あ
り
２
年
間
の
学
生
生 

活
に
終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
情
報
委
員
会
と
し 

て
「
園
芸
学
科
通
信
」
を
発
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
号 

第
２
４
号
の
発
行
を
も
っ
て
終
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
、
３
９
期
生
の
日
々
の
姿
を
追
っ
て
き
ま
し
た
が 

情
報
委
員
の
２
人
に
は
、
い
つ
も
ご
協
力
い
た
だ
き
感
謝
し 

て
い
ま
す
。
私
も
、
今
月
号
を
も
っ
て
ペ
ン
を
置
き
ま
す
。 

 

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

（
佳
） 

 

■
『
園
芸
学
科
通
信
』
も
卒
業
し
ま
す 

■ 
   

 
 

～
卒
業
証
書
授
与
式
に
臨
ん
で
～ 

  
 

 
 

 

３
９
期
園
芸
学
科
・
情
報
委
員
会 

 
 

 
 

 

滋賀県レイカディア大学・米原校  
園芸学科・情報委員会  発行  

 

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
米
原
校
及
び
草

津
校
で
学
ん
で
い
た
、
平
成
２
８
年
度
に
入
学

の
「
第
３
９
期
生
」
に
対
し
て
「
卒
業
証
書
授

与
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
、
平
成
３
０
年
９
月
１
３

日
木
曜
日
、
米
原
市
下
多
良
２
丁
目
に
あ
る
滋

賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館
内
は
、
卒
業
証
書

授
与
式
に
出
席
す
る
３
９
期
生
や
在
校
生
で
あ

る
４
０
期
生
及
び
来
賓
を
は
じ
め
関
係
者
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
特
に
、
園
芸
学
科
の
女
性
は

す
べ
て
和
服
で
統
一
し
て
き
た
の
で
、
着
飾
ざ

っ
た
姿
を
見
る
と
、
授
業
を
受
け
て
い
る
時
と

は
ま
る
で
違
っ
た
趣
き
を
感
じ
ま
し
た
。
ロ
ビ

ー
に
い
る
み
ん
な
は
、
そ
こ
か
し
こ
に
集
ま
り 

草
津
校
の
卒
業
生
も
加
わ
り
、
入
学
し
て
か
ら

今
ま
で
の
２
年
間
の
話
に
花
が
咲
き
、
共
に
交

流
の
輪
を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

 

思
い
起
こ
す
と
、
平
成
２
８
年
１
０
月
、
滋

賀
県
立
長
寿
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
「
滋
賀

県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
草
津
校
」
で
入
学
式
が

行
わ
れ
、
憧
れ
の
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
の
大
学
生
と

な
り
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
約
２
年
経
っ
た
こ
の

日
、
必
修
科
目
や
選
択
科
目
な
ど
、
机
上
で
の

学
習
や
校
外
で
の
剪
定
実
習
に
励
み
、
自
己
研

鑽
を
積
ん
だ
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
待
ち
に
待

っ
た
卒
業
証
書
授
与
式
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

９
時
か
ら
受
付
を
開
始
、
昨
年
と
同
様
、
在

校
生
で
あ
る
４
０
期
の
担
当
者
が
、
米
原
校
と

草
津
校
に
別
れ
て
受
付
を
担
当
し
ま
し
た
。
卒

業
生
で
あ
る
３
９
期
生
は
、
一
階
ロ
ビ
ー
で
受

付
を
済
ま
せ
た
後
、
開
式
ま
で
の
時
間
を
思
い

思
い
の
場
所
に
集
い
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。 

 

卒
業
証
書
授
与
式
は
、
１
０
時
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
国
歌
斉
唱
、
校
歌
斉
唱
に
続
い
て
卒

業
証
書
の
授
与
で
す
。
事
務
局
の
瀧
本
指
導
員

か
ら
、
園
芸
学
科
２
１
名
の
名
前
が
呼
ば
れ
ま

し
た
。
み
ん
な
は
元
気
な
声
で
「
は
い
」
と
答

え
緊
張
し
た
面
持
ち
で
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。 

 

代
表
者
に
よ
る
卒
業
証
書
の
授
与
が
終
わ
り 

功
労
賞
や
皆
出
席
賞
の
授
与
と
続
き
ま
し
た
。 

 

授
与
式
は
、
渡
邉
学
長
の
式
辞
と
続
き
、
学

長
か
ら
は
「
地
域
活
動
の
担
い
手
と
な
っ
て
、

地
域
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
の
先
頭
に
立
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
私
た
ち
を
送
る
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
招
か
れ
た
滋
賀

県
副
知
事
、
滋
賀
県
議
会
議
長
、
レ
イ
カ
デ
ィ

ア
大
学
同
窓
会
長
ら
、
来
賓
の
み
な
さ
ん
の
祝

辞
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
思
い
の
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
在
校
生
に
よ
る
送
辞
や
卒

業
生
に
よ
る
答
辞
が
あ
り
、
全
員
で
「
仰
げ
ば

尊
し
」
を
斉
唱
し
た
後
、
司
会
者
の
閉
式
の
辞

に
よ
っ
て
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学  

 
 

 
 

米

原

校

・

草

津

校

 
  

～
３
９
期
生
に
卒
業
証
書
を
授
与
～ 

渡邉学長の式辞 

 

卒
業
生
を
送
る
会
は
、
北
村
正
隆
講
師
と
大
辻 

敏
雄
講
師
を
迎
え
、
１
２
時
３
０
分
に
開
宴
し
ま

し
た
。
３
９
期
水
原
学
科
長
及
び
４
０
期
寺
嶋
学

科
長
の
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
卒
業
の
日
が
誕
生
日

と
い
う
３
９
期
・
森
幸
夫
氏
の
乾
杯
の
発
声
が
あ

り
、
４
０
期
生
手
作
り
の
「
祝
・
ご
卒
業
お
め
で

と
う
」
の
大
小
の
く
す
玉
を
割
り
ま
し
た
。 

 

卒
業
証
書
授
与
式
も
無
事
終
わ
り
、
ロ
ビ
ー
や

会
場
に
於
い
て
卒
業
記
念
の
写
真
撮
影
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
園
芸
学
科
４
0
期
生
が
計

画
、
主
催
す
る
「
卒
業
生
を
送
る
会
」
に
参
加
し

ま
し
た
。 

 

昨
年
の
こ
と
、
３
９
期
園
芸
学
科
は
、
３
８
期

生
の
卒
業
式
を
間
近
に
控
え
た
頃
、
親
睦
会
担
当

委
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
「
卒
業
生
を
送
る
会
」

を
計
画
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
習
っ
て
今
年
も
、
４

０
期
園
芸
学
科
の
寺
嶋
学
科
長
を
筆
頭
に
、
数
名

の
幹
事
が
開
催
準
備
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

卒
業
証
書
授
与
式
を
終
え
た
、
９
月
１
３
日
の

午
後
、
３
９
期
生
一
同
は
、
卒
業
生
を
送
る
会
の

会
場
で
あ
る
彦
根
駅
前
の
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ュ
ー
ク

ホ
テ
ル
」
に
集
合
し
ま
し
た
。 

    

■
３
９
期
・
園
芸
学
科
卒
業
を
記
念
し
て 

  
 

４
０
期
生
が
卒
業
生
を
送
る
会
を
開
催
■ 

   
 

 
 

於
：
グ
ラ
ン
ド
デ
ュ
ー
ク
ホ
テ
ル 

  
 

  
 

 
 

 

３
９
期
、
４
０
期
の
壁
を
取
り
払
い
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
に
よ
る
松
原

治
夫
講
師
と
事
務
局
：
瀧
本
知
佳
指
導
員
の
お
祝

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
余
興
の
時

間
に
な
る
と
、
み
ん
な
が
芸
達
者
な
と
こ
ろ
を
披

露
、
４
０
期
生
が
全
員
で
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」
を
身
振

り
手
振
り
で
大
合
唱
を
す
れ
ば
、
３
９
期
生
全
員

で
、
「
青
い
山
脈
」
「
高
校
三
年
生
」
な
ど
を
替

え
歌
に
し
て
披
露
し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た

。
最
後
は
、
参
加
者
全
員
で
校
歌
「
レ
イ
カ
デ
ィ

ア
賛
歌
」
を
高
ら
か
に
歌
い
、
田
中
副
学
科
長
の

挨
拶
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
４
０
期
生
の
み
な

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
こ
と

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

この日が誕生日の森幸夫氏による乾杯の音頭 

 

平
成
２
８
年
１
０
月
４
日
、
滋
賀
県
レ
イ
カ
デ

ィ
ア
大
学
米
原
校
に
園
芸
学
科
３
９
期
生
と
し
て

入
学
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
の
ク
ラ
ス
活
動

に
於
い
て
、
水
原
学
科
長
、
田
中
副
学
科
長
、
杉

原
会
計
担
当
を
選
出
し
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
。 

 

専
門
分
野
と
し
て
、
文
化
・
地
域
活
動
・
課
題

学
習
・
体
育
・
情
報
の
各
委
員
会
に
属
し
て
活
動

を
行
い
ま
し
た
。 

 

情
報
委
員
会
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
等
で

情
報
発
信
す
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
共

に
『
園
芸
学
科
通
信
』
の
発
行
を
行
い
、
月
１
回

発
行
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
３
０
年
９
月
１
３
日

の
卒
業
証
書
授
与
式
に
当
た
り
、
情
報
委
員
会
も

本
来
の
役
目
を
終
え
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

園
芸
学
科
通
信
の
発
行
も
、
今
月
号
を
も
っ
て

卒
業
い
た
し
ま
し
た
。
２
年
間
勉
学
に
励
ん
だ
こ

と
を
思
い
出
す
よ
う
写
真
を
掲
載
し
ま
し
た
。 

３９期園芸学科、選択講座における２年間の膨大な写真の中から一部を選んで掲載しました 

大辻敏雄先生、北村正隆先生を囲んで３９期及び４０期生 
３９期生一同（大辻先生・北村先生を囲んで） 


